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マトリクス図形の短期記1億と

後続刺激の妨害効果

Short-termMemoryofMatrixPattern

andlnterferenceofFollowingStiｍｕｌｕｓ

山田恭一郎

KyOjcbjr6Ytz"zα“

るｂｌａｃｋｂｏｘ内部の様相には比較的無関心であったの

に対し，informatiolI-pr(〕cessingでは情報理論の循環

論的限界を打破すべくｂｌａｃｋｂｏｘの内部にまで立ち入

り，computerのプログラムとの類比によるschematic

なモデルが多く織成されるようになった。記憶の研究も

その風潮の及ぶところであり，記'臆の実体をより分析的

かつ構成的に探ろうとする試みがなされた。Sperling

(1960,1963)によるvisua]informationstorage（VIS）

の発見はその成果の１つである。

従来のＳＴＭ，ＬＴＭの２分法に力Ⅱえ，ＳＴＭよりも

さらに持続時間のjMかい３０()ｍｓ以下の記憶の存在を提

唱し，彼はこれにＶＩＳと符づけた。Neisser（1967）の

iilllゆるicollicmemoryもＶＩＳの別名であるが，この種

の記憶の実験において偶然に視覚的マスキング（visual

masking,ＶＭ）という現象が発見された。視覚的な記

憶マテリアルをいくつか極めて短かい時間（50,ｓ程度）

提示し，その消失後に小IJI形のポインターを提示して該

当する場所にあった刺激を想起させようとしたところ，

後続する小ｌ１ｊの存在によって時間的には先に提示された

にも拘わらず，空間的に近傍にあった刺激がまったく知

覚されなくなることがあるという現象である。ＶＭは刺

激提示法から見ればＶＩＳの時間域での連統提示にあた

るわけだが，その後の研究によって，ＶＭの両方向性

(1)ackwardとfoward）が確かめられ，また２つの刺激

間の類似度によってマスキング効果に変化が生じるな

ど，ＬＴＭにおける連続提示条件下の結果と通じるもの

がある。（Ericksen,ＣＷ”1966；Schiller,Ｐ.Ｈ､,1966)。

また，ＶＭ現象を知覚現象の側から位置づけると，

Werner（1935,1940）の輪郭線効果との親近性をみとめ

人間の知覚現象や記悩過程を研究する一つの手法とし

て，与える刺激マテリアルを２つあるいはそれ以I1にふ

やし，それらの連続提示条件|ごでの個々の反応および相

互作用による変,化を実験的に求めることが以前から汎く

行なわれている。

記憶はその保持の時llilの長さに応じて，伝統的に短期

記憶（short-termmemory、ＳＴＭ）と長期記憾（long・

termmemory、ＬＴＭ）に分類され，iiil昔ではiiU銘直後

から数分以内，後者ではそれ以｣苫の保持時間が考えられ

ている。複数刺激の連続提示による効果という点からみ

ると．ＬＴＭにおける11頂向・逆行抑制が該当するIものと

してあげられる。前の記憶によって後の記憶が妨げられ

る順向抑制，及対に後の記'臆によってＩｉ１１の記憶が歪めら

れる逆向抑制は記憶現象の一般的な傾向として周知であ

り，スカッグス・ロビンソン仮税やオスグッドの転移逆

向曲面による説ﾘ]が与えられている。一方ＳＴＭでは再

生がすぐに不能になってしまう性質から，再生の容易な

記憶刺激として，単純なマトリクス図形やドット図形を

用い，単一提示条件でのｍｅｍｏｒｙｓｐａｎやfigural

goodnessと関係した舩慮マテリアル自体の記銘の容易

度の研究が主に行なわれ，複数提示条件下での検討はそ

れほどなされていない。ここに1つの問題を設定するこ

とが可能である。（ClementP.Ｅ・ｅｔａＬ,1967；Schnore

ME､ｅｔａ1.,1967；Sndograss,』.Ｇ・’１９７１；Deregowski，

ｌＢ.，1971；Zusne,Ｌ・］970）

ところで，般近十余年前から見られる心理学の流れと

してinformation-processingと称されるアプローチ

が隆盛をみせている。以iiiの情報理論が入力と出力の不

確定性のみで心理学的な問題を紀述し，その間に介在す
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ることができる。Wernerの実験は，やはり刺激を２種

使用し，それぞれ１０～２０，ｓのdurationでサイクリ

ックに提示すると一万の刺激（disk）が，それを包囲す

る他方の刺激（ring）によってabsorbされ，消失して

第１４り・’974

×４の正方マストリクス図形（縦横４ｃｍ）で，１６の

cellのうちいくつかに対角線が31かれ囚の形をなしてい

る。

図の数は，，！～l0cell，それにｌ６ｃｅｌｌの｣i&;｢合があり，

図のpositionによって３廠の図形特性を構成する。１．

国cellが左右対称に配置されるｓｙｍｍｅｔｒｖＴＳ（STS)，

2．囚が間隙なく凝集しgestalt的特性の強いｍａｓｓｅｄ

ＴＳ（ＭＴＳ),３．各行各列に少なくとも1つ以上の因を含

むという限定つきのｒａｒｄｏｍＴＳ（RTS）の３種で，そ

れらのtypicalな例がＦｉｇ．１に示されている。

使用し，それぞれ１０～２０，ｓのdurationでサイクリ

ックに提示すると一万の刺激（disk）が，それを包囲す

る他方の刺激（ring）によってabsorbされ，消失して

しまうこと報告したものである。以上の譜実験結果を，

２刺激連続提示という実験paTadigmから概括すると，

下表のごとき１つの時間軸上での展望を仮定することが

可能である。

蝋lltr20w鶯'5｡~,0…|秒｜分以,：
process-lpercep-
erItion ＶＩＳ｜ＳＴＭＩＬＴＭ

…|鷲…|蝿｡.'，
順向・逆
向抑制

目1.§Ｍ'ｒＳＩ(ＴＳ
ヌＬ

Fig.１１割形特性のちがい(こよる

３種のＴＳ（個数６）

その他，特ｌｊｊＩ(なＴＳとして,|丁松棋様のcheckeredTS

やすべてのｃｅｌｌに図があるａｌｌｃｒｏｓｓＴＳも参考のため

加え，ＴＳは総計80枚（75種）になる。ＦＳはＴＳに9｜

き続いて提示され，妨害効果をもたらすと予想される刺

激で，ＬＴＳと同大の囚がtachistoscopeのIieid全

面に提示されるｃｒｏｓｓＦＳ(CFS).２.Crossのかわりに直

径５ｍｍの黒いｄｏｔが同数並ぺられるｄｏｔＦＳ(DFS)．

3.時ⅡⅢ要因のcontrolのために黒色紙をlijいたbIack

FS（BFS）の３種あり，Ｆｉｇ．２に簡略にして図示され

ている。

Tableｌ時間的orderによる２刺激連続提示条'''二

の分類

Ｔａｂｌｅｌは視覚刺激の場合であり，ＳＴＭが？とな

っているのは,まだ試みられたことがないためであるが，

聴覚的な刺激を用いたliil様の実験はWickelgren(1966）

によって既になされており，２～８秒程度の刺激提示で

も，後続する妨害音刺激によって，前の標準音の記憶が

衰えること，２音の高さが近いほど，妨害音が長いほど

errorが生じやすいことを明らかにした。

そこで，筆者は今回の実験において視覚刺激を用いた

連続提示条件下でのＳＴＭの特性を検討してみようと

思う。その結果にもとずいてＴａｂｌｅｌのＳＴＭの？

に解答を与えることが本報告のⅡ的である。

-10

詞：●●■

●●●

、●●
●●

、●実験１ 日
日
四
則

目的

マトリクス図形の記憶を後続刺激提示の条件のもとで

考察する。後続刺激の存在によって先行刺激の記憶に妨

害効果が生ずるか否かを験くるexpIoratoryな実験で

ある。

ＣＦＳｐＦＳＢＦＳ

Ｆｉｇ、２３種のＦＳの簡略図

ＴＳ，ＦＳのほか凝視点を示すfieldには，ＢＦＳと同

質の黒色紙のll1央に直径１．５ｍｍの小穴を穿けたもの

藍使用する。

被験者：２０～25歳の心理学専攻学生，男５名，女１名

を被験者とし，うち女1名は矯正視力で実験をうける。

手続：実験は暗室条件で行なわれるため，被験者は実

験に先立ち10分程度の暗順応をうける。被験者はtachi‐

stoscopeの前の椅子に座し脳孔間距離を調節した後,実

験に入る。刺激はFig.３に示されるような順序で提示

方法

装置：刺激提示のための瞬間聡山器（竹井機器工業，

TKKtachistoscope)および時間統制用のpresetdigital

timer（ユニテック電子，UDT-306）を用いる，

刺激：テスト刺激（ＴＳ）と後続刺激（FS）の２種13

意する。ＴＳは被験者によって記憶されるべき刺激でケ

ント紙に製図用黒インク（太さ０．８ｍｍ）で描かれた４
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５００，１０００，１５００，s）とＴＳシＦＳのillterstimulus

interval（ISI）の３条件（０，１００，３００，s)で，fixation

lieldとＦＳのdurationは全体を通じて一定にしてお

く。被験省の課題は，ＴＳを記銘し，ＦＳ終了直後にそ

れを再生することであるが，反応用紙には予めＴＳと同

人の４ｘ４のマトリクスが書かれており，ＴＳの同じに

するためには該当するｃｅｌｌにCrossを記入するだけで

hＸａｔｉｏｎｈｅｌｄｌｌＴＳｌｌＳＩｌＦＳ

|､坐覺‐↓型lMIol←廻u些一｜
Fig.３爽験ｌの刺激提示

される。

時間的な実験変数'よ，ＴＳ（1urati(〕1】の４条件（2()()，
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尖験ｌの結果。ＴS＝200ｍＳで誤ったマトリクス総数（６被験者）

によるＢＦＳ（○)，ＣＦＳ（×)，ＤＦＳ（△）の比鮫

６
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crosscellscrosscelIs

実験ｌの結果。ＴＳ＝５０，ｓでi誤ったマトリクス総数（６被験者）

にJ:るＢＦＳ（○)，ＣＦＳ（×)，ＤＦＳ（△）の比絞
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Fi9.6実験１の結果。ＴＳ＝10001,ｓで誤ったマトリクス総数

によるＢＦＳ（○)，ＣＦＳ（×)，ＤＦＳ（△）の比較

４

2０ ２０2０ ＭＴＳ ＲＴＳSTS

1５ 1５ 1５
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５
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Ｕ
垣
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目
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crosscellscTossceⅡscrDsscells

Fig,７実験１の結果。ＴＳ＝ｌ５００ｍｓで誤ったマトリクス総数（６被験者）

によるＢＦＳ（○)，ＣＦＳ（×)，ＤＦＳ（△）の比較

４

よい。観察距離は８０ｃｍ，ＴＳの図形は視角にして2.87゜

に相当する。明るさの条件はＴＳ,ＦＳが約０．１５ftL，

hxationfieldは残効を防ぐため極度に輝度を落として

おく。反応は被験者のｐａｃｅで行なわれ，再生途中の訂

正も許される。ＴＳの因の個数や図形特性はrandomな

順序に提示される。また再生した図形の正誤について被

験者はいっさい知らされない。

２０試行からなる１系列を同一のTSdurationで行な

い，11-14系列計80試行を実験する。ＦＳの特性の３種

類，ＩＳＩの３種，それに「ＴＳのみ」提示の条件を加え

て10回(10日)で全実験が終了するよう計画されている。

結果と考察

妨害効果：Fig.４～７は突験ｌの;被験者６人の結果を
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を集計したものである。この場合のerrorはｃｅｌｌ単位，

すなわち図を□と，逆に□を図と誤まる２つのケースが

ある。この図によって左上，右上に較べ左下，右下でよ

り多くのerrorが生起することがうかがえる。統計的

にもｘ２検定によって有意差が得られた［Z2(3)＝12.56,

Ｐ＜､01]ｏｆと下，または左と右の２区域にわけて比較し

た図がFig.９である。明らかに左右の差は小さく，上

下の差の大きいことがわかる。ｘ２検定によっても上下

では有意差がみられ，［X2(1)＝1156,ｐ＜,01]，左右で

TSdurationMUにまとめたものである。

プロットされた数値はerrormatricesで，16のｃｅｌｌ

を完全に再生できたものだけをcorrectmatrixとし

た。ＩＳｌの３種はマルめられているが，これは０，１００，

３００，ｓで差がみられないことがわかったからである。

これらの図によると，予想に反してＦＳによる妨害効果

はみとめられない。あるとするならばＢＦＳ条件に比し，

CFSやＤＦＳ条件において，より多数のerrorが生起

するはずだが，そのような傾向はどのTSdurationで

も見られず，とりわけＳＴＳやＭＴＳでは多くの場合

ほとんど同数になっている。ＲＴＳでｚｂＴＳ＝２０，ｓの

場合にわずかにＤＦＳでerrorが多くなるのが目につ

くが，全体的にながめるとＦＳによる妨害効果はなかっ

たものと思われる。

ＴＳの図形特性：ＴＳの図形特性の禰類によって記'随

の強さに差異がみられた。

ＳＴＳ,ＭＴＳは図の個数には無関係に常にerrorが少

なく，allcross,checkeredではerrorが皆無である。

－万ＲＴＳではerrorが多く，しかも囚の個数が増力|Ｉ

するに従ってerrorも増加するという比例関係に近い

傾向がある。

位置効果：被験者の内観によると，ＴＳ提示''二|のsca‐

nningは多くの場合，左上から右下に移動するという。

このstrategyが再生にどう反映するかを調べたものが

Fig.８である。１つマトリクス図形を左上・右上・左下

・右下の４１X域に分け，「ＴＳのみ」提示の試行のerror

(よ有意差なし［X2(,)＝､64Ⅲｐ＞､05］であった。

3５

上
下
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右

■
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2５
ノ

ノ

▲－－トーー

ノ

ノ

ノ

ノ
×2０

!I／

⑫
二
。
Ｕ
・
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Ｃ
出
湯
①

1０￣

」－印

因一＝

ｍ
二
④
Ｕ
』
。
』
』
④

200５００１０００l500
TSdl1ration（ｍｓ）

Fig.９実験１の結果に象られる

位姪効果（２分区域）

実験条件の検討：以上に見たように実験１においては

ＴＳの記憶に対するＦＳの妨害効果はほぼ全く見られな

かった。その原因として次のことが考えられる。（１）ま

ず，数百ｍｓ以上の提示による視覚刺激のＳＴＭはＦＳ

によって妨害されるような性質をもともと持っていな

TSduration（ｍｓ）

Fig.８実験１の結果に承られる

位置効果（４分区域）
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い，という全面否定的な推測もなりたつが，その他に以

下のような実験条件の要因によるものとも考えられる。

すなわち，（２）ＳＴＳ，ＭＴＳが刺激の勘合，図形が長期

記憶にまでcodingされてしまいその後の実験でもそ

れが利用される。（３）一万ＲＴＳの場合は，間形の再生

そのものが困難で，なかんづく因の個激が多いときには

ＦＳの有無に拘わらず再生ができない。そのような刺激

では，かりにＦＳによる妨害が潜在的にあったとしても

実験的に検出するのには不適である。（４）ＦＳがheld全

面のCrossやｄｏｔであったため，ＴＳのマトリクス図形

とは特性が違いすぎて，jEFiなる「｣ｕＵに過ぎなかった。

その点でＣＦＳやＤＦＳもＢＦＳと同じ機能を果たした

だけであった。ここでは実験ｌの結果を一応(2)以下の

要因によるものと判断し，次の実験では条件を下記のよ

うに改めてみる。

（１）マトリクスにふくまれる図の数を一定にしＴＳの

間のsimilarityを高めることによって，長期記憶から

の推測的情報を抑制する。

（２）その因を“６”とし，少なくともＢＦＳ条件1<な

らばＲＴＳでも再生できる艇囲に限定する（内観によれ

ば，６個位ならば大体再生できるという報告を得た几

(3)(2)と同じ理由から，実験ｌで多くの被験者が鮫

も反応しやすかった500～l()００，ｓのＩｌＭにTSduration

を限定する。

（４）ＦＳの図形性を岡めるために，こちらも４ｘ４の

マトリクス図形を用いる。

（５）FSdurationを延長してみる。

第１４レナｌ９７４

ＰＦＳはＴＳと同じく３種の図形特性を備えており，

ＢＦＳおよびnxation6eldは実験１で使ったものと同

一である．

被験者：２０～25歳の心理学'１１〔攻学とに，男３渦，女３名

を被験者とする｡２種のFSduration（後述）によって

３名づつの２群に分ける、

手続：暗順応，照明条件，観察距離，heldの提示順

序など堆本的な点は実験１を踏襲するが，ＴＳ，ＦＳとも

にマトリクス図形を便Ⅱ]することから，lIliifieldの位置

の整合がさらに入念に行なわれたに,ＴＳの提示は乱数表

に従うが，ＰＦＳの提示はＴＳの図形特性に依存して同

一時間条件内で９穂の組合せ（STS-SFS，MFS，ＲＦＳ；

MTS-SFSMFS，ＲＦＳ；RTS-SFSoMFS，RFS）が均

'鰈の頻度で(|さ超するように準備する。

時間的条件としては．TSdurationの３種（600.800,

1000,s)，FSduratiolIの２種（300,500,s)．そして

ＩＳｌの３祓（()，１０１),３０()ｍｓ）を用いる。以_ﾄの条件が11頂

序効果を相没するようにrandomizeされ，「ＴＳのみ」

提示の条件を加えて，１人の被験者が８１，１（８日）で全

リミ験を終了するように計画された。

被験者の課題はＴＳ図形の再生を行なったあと，記入

した順訴を因の''１に数字で書きこむことを求められる。

結果と考察

妨害効果：６人の被験者をＴＳの特性別にまとめたも

のがＦｉｇ．１０である。ここではFSdurationの２腫，

ISIの３種がマノしめられている。

実験２ ｏ－ｏＳＴＳ

ｘ－ｘＭＴＳ

△－△ＲＴＳ

1５

目的

実験ｌの考察にもとづいた条件の修正が反応にどう影

響するかを験ぺる。また再生課題に加えて反応用紙に図

を記入した順序とerrorの生起との関係から詔)臆衰退

の継続的側面もあわせ考察する｡

（
⑪
⑪
Ｕ
旨
］
何
戻
皀
）
］
Ｕ
①
準
し
⑪
Ｕ
巨
四
出
也
桓
④
』
〔

０

■

10

、

方法

装置：実験１に同じ

刺激：ＴＳは突験１で使われていたものとlii大，同質

のマトリクス図形で，図形特性の３種も前実験と共通し

ているが，実験２では図の個数が６に一定し，計36枚

(36種）使用する。ＦＳは２噸あり，ＴＳと同じ位微に|可

大のマトリクス図形が提示されるpatternFS(PFS）と

controlのためのｂｌａｃｋＦＳ(BFS）である。

0

６００８００１０００ms

TSduration

Fi貝．１０実験２．３種のＴＳによる妨

害効果(マトリクス)の比較
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墨}垂:＝ Fig.１２ISIと妨害効果0

～ＦＳｌ

臨莚;f呼'29Ｗ}i、
500ｍｓ群

-10

６００，ｓ Ｉ

Ｆｉｇ．１１実験２．３樋のＴＳによる

妨害効果（セル）の比較

妨害効果の量はＰＦＳ条件でのerror数からＢＦＳ条

件でのerror数を減じた差を以ってプロットしてある

が，それによるとＳＴＳでは皆無であるが，ＭＴＳでは

わずかの妨害が見出せ，ＲＴＳになるとTSduration

によって相当数の妨害量にのぼる。従って少なくとも

ＲＴＳでは妨害効果の存在を考えてもよいと思われる。

errorの単位をｃｅｌｌになおしてプロットするとＦｉｇ．１１

のようになる。図形全体の正誤でなく，ＴＳの図(□)を

□(図)と再生したものをerrorとして集計したこの図

では，３種のＴＳの関係がいっそう明瞭になる。ＳＴＳ

ではBFS，ＰＦＳの差が一貫せず，ＭＴＳでは妨害効果

がどのTSdurationでも見られるが，ＲＴＳにおける

量ほど多くなってはいない。結局実験２では，ＦＳの

ＴＳの記憶に対する妨害効果が存在するが，その程度

はＴＳの種類によって異なってくることがわかった。

ISI：ISIを横軸にerrormatricesを縦llilI1にとったと

きの妨害効果がFig.１２にあらわされている。この図に

よるとerrorの生起がｌＳＩの長さによって組織的な変

化をもたらしているとは考えられない。実験１の結果で

もｌｓｌによる変化がみられなかったことを考えあわせ，

ISIがＯ～300,ｓ程度では妨害効果に影響を与えてい

ないということができる。

ＦＳのｄｕｒａｔｉｏｎ：ＦＳのdurationには３００，ｓと

８００，ｓ ０

1-5lＯＯＯｍｓ １

Table２「ＴＳのみ」提示条件でのFSduration
シerrormatrices

５００，ｓの２稲があり，被験者を２群にわけて妨害効果

を比較を試みようとしたが，Ｔａｂｌｅ２を見るとgroupi‐

ｎｇに不備のあったことを認めざるを得ない。この表は

｢ＴＳのみ」の条件での２群のerrorを３種のＴＳを総

合したデータで比較したもので，ＦＳ＝300,ｓにおいて

より多数のerrorが生じてしまっている。これは両

groupのmemorycapacityの差に原因した差異で，

この点の統制を欠いたままFSdurationの要因を考察

することは保留すべきと判断され，むしろ被験者のｍｅ‐

morycapacityの観点から妨害効果を点検しなおすこ

とが妥当である。

memorycapacityと妨害効果：ＢＦＳ条件のerror

matricesの数によって全被験者をlargememoryca‐

pacity（LMC）とsmallmemorycapacity（SMC）の

２群にわけ，両群の妨害辻を比較したものがFig.１３で

ある。ＬＭＣではＴＳ＝６００，ｓで少し妨害があるだけ

で，１０００，ｓでは０，８００，ｓでは逆にＢＦＳ条件の

万でeTrorが多くなるなどＰＦＳの効果が安定しない
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量との検討も残されているので，この問題については結

論をさし控えるべきであろう。

responseordereffect：反応用紙に因を記入していく

過程で，まだ諜いていない因の記憶が衰退していくこと

が予想される。Fig．Iｌは図の記入順序とerror生起の

頻度の関係をみようとした4)のである。Ⅲ)らかに反応が

、／…
10

FT555T7T目600 ８００

TSduration

｡ＬＭＣ聯

Ｆｉｇ．1３memorycapacityによる

妨害効果のちがい

のに反し，ＳＭＣでは一貫して妨害効果がみられる。

この事実からＦＳの効果の存在は肯定されるが，その

顕現はmemorycapacityによって規定され，’'１W報璽

の面で極めてcriticalな範囲において見Ｉ１１される性質

ものと解釈される。

ＴＳとＦＳの類似度：ＴａｂＩｅ３はTS-FSの図形特

性の異同がerrorの頻度にどう関係するかを調べたもの

だが，この実験では類似度とerror数とは依存関係は

ない、３種のＦＳに平均してerrorが起っている。し

かしながら実験ｌで附いたＦＳから実験２のＦＳへの変

化は，量や大きさの点ではなく，質的にＴＳのマトリク

、
コ
ロ
リ
】
ｏ
梠
凶
⑪

1獣’ 計ＳＩＭ１Ｒ

'二hF|＝
５1

orderpfrespOnse■●の

Fig.１４反応１１項序とerrorの生起
６ 1１

遅れるに従ってerrorcellが増す傾向がある。BFS,ＰＦＳ

では誤りの実数が異なるだけで，いずれも漸増傾向をみ

せており，ＰＦＳの存在による再生能力の急落といった

現象は特になかった。

9２3１

了広，計’３６ 3４

Ｔａｂｌｅ３ＴＳ,ＦＳの図形特性と

errorの生起頻度 要約

図形のＳＴＭに関する実験が２つ行なわれた。

２刺激連続提示の方法による記惚の妨害効果を指標と

した場合，ＴＳの図形が重要な要因になり，左右対称図

形，gestalt'性の大きい図形，randomな図形の順に妨

ス図形に近づけた変化であった。それゆえ実験２で発見

された妨害効果をＴＳとＦＳの類似度の接近がもたら

した結果と見なすことは可能である。しかし本実験では

取扱われなかったところの，ｃｅｌｌレベルの類似度と妨害
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寄量が増加することがわかった。AttlIeave（1955）など

によってつとに明らかにされた図形特性と記憶の関係

が，妨害効果に対するpersistenceの面からも確認さ

れた。

妨害はＴＳとＦＳが過度に異なる条件ではＷ１ｌｌＩされ

ず，ある程度の類似性を備えたとき効果を発棚する。

これらは他のレベルの記'瞳の性質に一致するもので，

Table．’の？には肯定的な解答を充てることができよ

うc

その他，図形の記憶に関する爽間的，｜|寺間的要因の考

察が行なわれた。
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